
・27日、宇川で米軍基地建設着工に抗議の宣伝 

  
  

  
 

 ５月26日午後１時過ぎ、防衛省は、京丹後市・京

都府に対し「明日（27日）米軍基地建設工事を着工

する」と通告してきました。防衛省は、これまでの

現地説明会で、５月着工は言及したものの、まとも

な資料や工事計画さえ出さず、住民からの不安にも

答えられませんでした。「着工に当たっては、丁寧

な説明をする」といいながら、27日から強行をして

います。 

 『京都に米軍基地いらない府民の

会』は、工事着工の動きがわかった

26日の午後、緊急の会議を開催し同

日夕刻６時から四条烏丸で、雨の降

る中、緊急の抗議宣伝を行いまし

た。 

 緊急宣伝では、「府民の会」・戸

田昌基事務局長、京都総評・梶川憲

事務局長、日本共産党・馬場こうへい府会議員が訴

えました。 

 27日には、現地・宇川で午前９時から抗議行動が

行われています。 

 

 

 

 

 京都府は、その後５月20日「府民の会」の指摘に

答え、未解決の安全対策など「７項目」（注・別

掲）を近畿中部防衛局に申し入れています。 

 京丹後市は、防衛省に対し、①通勤時間帯の作業

回避、②日・祝日の工事不実施、③現場の保護柵設

置、④騒音の最低限の抑制、⑤国道出入り口の交通

整理員の配置など、確認したとしていますが、一方

で周辺地区の児童の登校に教職員・保護者の同行を

させるなど、地元から出されていた要望に応えたも

のになっていません。工事も平面図だけで、工程表

も今もって明らかになっていません。知事や京丹後

市長は「約束が守られなければ協力撤回も辞さず」

としてきましたが、「住民の安全・安心」をどう守

るのか、厳しく問われています。 

・26日、共産党府会議員団とともにが抗議の宣伝（四条烏丸） 


